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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
し
い
年

を
お
迎
え
に
な
ら
れ
、
町
議
会
を
代
表
し
て
心
か
ら
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
心
温
ま
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
頂
き
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
昨
年
、
「
議
会
基

本
条
例
」
が
制
定
さ
れ
、
「
開
か
れ
た
議
会
」
「
行
動
す
る
議

会
」
「
提
案
す
る
議
会
」
を
基
本
と
し
て
議
会
だ
よ
り
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
そ
し
て
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
よ
り
「
町
民
へ
の
説

明
責
任
」
を
果
た
す
目
的
で
取
り
組
み
を
し
た
と
こ
ろ
全
国
の

自
治
体
に
注
目
し
て
頂
き
、
本
町
の
議
会
改
革
は
「
素
晴
ら
し

い
」
と
絶
賛
を
受
け
全
国
各
地
か
ら
視
察
研
修
に
訪
れ
て
頂
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
本
町
の
議
会
は
、
監
視
能
力
の
使
命
を
果
た
す
と
と
も
に
、

議
員
自
ら
が
本
会
議
や
各
委
員
会
の
出
欠
表
を
議
会
だ
よ
り
に

公
表
し
、
今
年
の
７
月
末
の
任
期
を
全
う
し
新
た
な
議
員
に
引

き
継
ぐ
ま
で
町
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
と
し
て
、
な
お
一
層
議

会
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
新
し
い
こ
の
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、
素
晴
ら
し
い

年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

永
平
寺
町
議
会
議
長

伊
　
藤
　
博
　
夫

３

　
本
町
で
は
、
「
永
平
寺
温
泉
禅
の
里
」
の
東
隣
に
「
道
の
駅
」
を
計
画
し
、

平
成
27
年
度
中
の
開
業
を
目
標
に
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
「
道
の
駅
」
は
、
道
路
利
用
者
の
利
便
性
向
上
に
よ
る
安
全
で
快
適
な
道
路

交
通
環
境
の
整
備
と
、
地
域
振
興
へ
の
寄
与
を
目
的
と
す
る
施
設
で
す
。

　
本
町
の
「
道
の
駅
」
は
道
路
管
理
者
で
あ
る

県
が
駐
車
場
・
ト
イ
レ
及
び
道
路
情
報
や
観
光

情
報
を
発
信
す
る
施
設
を
整
備
し
、
町
は
特
産

品
の
販
売
や
体
験
等
を
行
な
う
た
め
の
地
域
振

興
施
設
を
整
備
し
ま
す
。
整
備
面
積
は
、
約

２
，
３
０
０
㎡
（
６
９
６
坪
）
の
計
画
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
計
画
地
は
、
「
道
の
駅
」
の
空
白
地
帯
で
あ

る
こ
と
や
交
通
量
が
多
い
こ
と
、
ま
た
、
「
永

平
寺
温
泉
禅
の
里
」
と
の
相
乗
効
果
も
期
待
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
立
地
的
に
最
適
な
場
所
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
、
地
元
特
産
品
の
販
売
や
周
辺

観
光
資
源
の
情
報
発
信
に
よ
る
上
志
比
地
区
の

地
域
活
性
化
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
川
治
　
記
）

織物会館（旧松岡町役場）織物会館（旧松岡町役場）がが解解体体

道
の
駅

道
の
駅

夢
と
活
力
を
求
め
て

夢
と
活
力
を
求
め
て

されるが…されるが…

　県は平成24年度に県内の各市町にオン リーワン・ナンバーワ

ンのふるさとづくりを図るため、地域資源 を生かしたまちづくり

を支援する「ふるさと創造プロジェクト」 を立ち上げました。永

平寺町のプロジェクトは、松岡神明３丁目 にある旧松岡町役場庁

舎（現織物会館）を解体し、その跡地と隣 の土地（旧北陸電力松

岡営業所跡地）を利用し、地域活動やまち おこしの拠点にしよう

というものです。

　また、屋外でのイベントらも意識し、広 場も設置します。ま

た、旧松岡藩ゆかりの名所を巡るルートを 設定し、回遊魅力を形

成するとしています。もう一つは平成５年 に行われた御像さんの

三百年大祭を再現しようというねらいもあ ります。そのための計

画を、今後１年ほどかけて策定します。何 らかの建物を建てるこ

とはまちがいありませんが、設計図などの 青写真はこれからで、

ソフト面でもまだ県との間で未調整な部分 がありますので、議会

にも最終的な説明とはなっていま

せん。ただ、現在の建物の所有者

である松岡織物協同組合とすでに

折衝に入っており、議会も大きな

関心を持っているところです。

　住民の間では、期待する向きもあると同時に、歴史を生きてきた旧松

岡町役場の解体を惜しむ声も小さくはありません。この建物は昭和３年

に建てられたもので、寄せ棟造り木造２階建て。各階の天井を高くとっ

た風格を漂わす造り。広々と空間が広がる２階は、間仕切りも柱もない

ワンフロア。天井は格子状に区切られ、しっくいの白色と板張りの茶色

がモダンな柄を描いています。当時を知っている方々には、やはり解体

は忍びがたいようです。東古市のレンガ館は約6000万円をかけて残し

ますが、もう一つの松岡の歴史的建造物、あなたならどうしますか？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（松川　記）
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議案第40号
平成25年度一般会計補正予算 可決 
議案第41号
平成25年度国民健康保険事業特別会計補正予算 可決  
議案第42号
平成25年度介護保険特別会計補正予算 可決 
議案第43号
平成25年度下水道事業特別会計補正予算 可決  
議案第44号
平成25年度農業集落排水事業特別会計補正予算 可決  
議案第45号
平成25年度上水道事業会計補正予算 可決 
議案第46号
後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決 
議案第47号
介護保険条例の一部を改正する条例の制定 可決 
議案第48号
農業集落排水処理施設条例の一部を改正する条例の制定 可決  
議案第49号
農業集落排水事業分担金徴収条例の一部を改正する条例の制定 可決 

議案第50号
特定公共賃貸住宅条例の一部を改正する条例の制定 可決 
議案第51号
下水道条例の一部を改正する条例の制定 可決 
議案第52号
都市計画下水道事業受益者負担に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決 
議案第53号
特定環境保全公共下水道事業受益者分担金に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決 
議案第54号
給水条例の一部を改正する条例の制定 可決 
議案第55号
字の区域変更 可決 
議案第56号
町道の認定 可決 
請願第２号
要支援者を介護給付から外すことに反対の意見書提出についての請願 採決 
発議第８号
議会広報特別委員会定数の変更 可決  
発議第９号
介護保険要支援者への保険給付の継続を求める意見書について 可決 

 小畑 滝波 金元 齋藤 長岡 原田 川治 川崎 多田 上坂 長谷川 松川 渡邊 上田 酒井

議案第40号 ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○

議案第48号 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第51号 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第54号 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※反対または退席があった議案だけ載せています。したがって、その他議案等20件については全員賛成です。

■議案への賛否一覧　議席順に掲載（○賛成　×反対　－欠席　□退席）※議長（伊藤博夫）は採決に加わりません

第７回定例議会議案

平成25年第６回永平寺町議会臨時会は、11月11日（月）に開催さ
れました。審議された内容は、次のとおりです。　議長　伊藤　博夫

　当委員会に付託された平成
24年度一般会計、特別会計、上
水道事業会計の決算認定につ
いては、９月24日から６日間にわ
たり審査し、９項目の意見を付し
て原案のとおり認定した。議会

の意見は、①自主防災組織連絡協議会は、単位組織
の活性化に積極的に取り組むこと。②近年動きのな
い基金は、その目的等を精査し有効活用を図るこ
と。③税の滞納状況を示し、自主納付・分納など滞納
解消に努めること。④保育士の正規・非正規の割合
が目標に達するよう計画を示すこと。⑤古墳からの
貴重な出土品を町民に知っていただくよう努めるこ
と。⑥国や県からの補助を求める農業者に、れんげ
米作付けを義務化することを見直すこと。⑦こしの
国ケーブルの機器更新に備え、内部留保金を貯える
こと。⑧下水道の管路の耐震対策を早急に計画・立
案すること。⑨上水道企業会計の健全経営構築の
ための方向性や計画を早く示すこと。

今回初めて、議員による事務事
業評価を行った。
　まず、18の事業を抽出し､評
価シートに基づき行政からの説
明を聞き、その後議員全員が評
価シートを作成、取りまとめを行
った。その結果、18事業のうち
総合評価Ａ（計画どおり事業を

進める）は行政が15事業であったのに対し、議会は
11事業。Ｂ（事業の進め方等に改善が必要）は､行
政が３､議会が４。Ｃ（事業の統合、規定、内容、実施
主体の見直しが必要）は、行政が０であったのに対
し、議会は３であった。このことは、事業の実施主体
である行政の評価と議会（町民）の評価が違うこと
が明らかになった。
　評価Ｃは､放課後児童クラブ事業、学校教室エア
ー搬送ファン設置事業、農商工ブランド発信協議会
補助事業でこれらの評価をもとに、議会評価意見書
を作成し､初めて行政に提出した。

委員長　滝 波 登喜男予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告

平成25年 第６回臨時議会報告平成25年 第６回臨時議会報告

平成25年第７回永平寺町議会定例会は、12月３日（火）～17日（火）まで15
日間開催されました。審議された内容は、次のとおりです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議長　伊藤　博夫

平成25年 第７回
定例議会報告
平成25年 第７回
定例議会報告

第６回臨時議会議案
承認第７号
平成25年度一般会計補正予算の専決処分の承認 承認 
承認第８号
損害賠償の額を定めることの専決処分の承認 承認

議案第31号
平成24年度一般会計及び特別会計の決算認定 認定 
議案第32号
平成24年度上水道事業会計の決算認定 認定 
発委第１号
議会評価意見書の提出 可決

金元　直栄
　永平寺開発センターの耐震補強工事は、この工事費約２億円と消防庁舎
建設費約７億円を考えると、支所周辺の土地利用の点でも、耐震補強せ
ず、同センターを取り壊し、新消防庁舎を支所に並べて建てるべきだ。
　よってこの案には反対する。

原田　武紀
　永平寺開発センター耐震補強工事の予算に反対とのことだが、この件は昨年12月の「消防
署統合推進特別委員会」で、「新消防庁舎は、開発センターの一部を活用、センターに隣接
して新築する」に多数決で民主的に、決定され、既に、耐震補強の実施設計も予算承認のう
え施工されている。議会の決定を自ら覆すような意見は容認できない。

松川　正樹
　永平寺口駅前広場の整備は、レンガ館の修復を含めて投資効果が見込めない。過剰投資と
なる。同時に東古市地区そのものを再開発しなければ！
　もう一つ、開発センターの耐震工事そのものには反対ではないが、将来、開発センターを
Ｌ字型に囲んで建てる新消防庁舎は、寿命の短い開発センターが取り壊された後、どうする
のか。問題が大きすぎる。

平成25年度　一般会計補正予算について平成25年度　一般会計補正予算について議案第40号議案第40号

金元　直栄
　来春４月からの消費税増税に合わせ、上水道や下水道料金をこれまでの内税方式から、外
税とするもので、これだと税が引き上げられても、議会にかかることなく料金が引き上げら
れる。このやり方には反対だ。

小畑　　傅
　国の財政事情から、消費税５％から８％への移行を拒むものではない。いずれも消費税率
改正と地方税法改正に伴う改正であり賛成とする。

農業集落排水処理施設条例の一部を改正する条例の制定について農業集落排水処理施設条例の一部を改正する条例の制定について議案第48号議案第48号

下水道条例の一部を改正する条例の制定について下水道条例の一部を改正する条例の制定について議案第51号議案第51号

給水条例の一部を改正する条例の制定について給水条例の一部を改正する条例の制定について議案第54号議案第54号

平成24年度
決算を認定
議会の意見
９項目を付して

議会評価
意見書を
行政に提出
議員自らが
評価シート作成

開発センター
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常 任 委 員 会 報 告

　
　
　
　
　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
川
治
　
孝
行

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
９
案
件
を
慎
重
審
議
の

結
果
、
全
委
員
の
賛
成
よ
り
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
48
号
　
永
平
寺
町
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
条

　
　
　
　
　
例
の
一
部
改
正

議
案
49
号
　
永
平
寺
町
農
業
集
落
排
水
事
業
分
担
金

　
　
　
　
　
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

議
案
50
号
　
永
平
寺
町
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
条
例
の

　
　
　
　
　
一
部
改
正

議
案
51
号
　
永
平
寺
町
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正

議
案
52
号
　
永
平
寺
町
都
市
計
画
下
水
道
事
業
受
益

　
　
　
　
　
者
負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

議
案
53
号
　
永
平
寺
町
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

　
　
　
　
　
事
業
受
益
者
分
担
金
に
関
す
る
条
例
の

　
　
　
　
　
一
部
改
正

議
案
54
号
　
永
平
寺
町
給
水
条
例
の
一
部
改
正

　
以
上
の
７
議
案
は
消
費
税
率
の
改
正
お
よ
び
地
方

税
法
の
改
正
に
伴
う
延
滞
金

の
改
正
で
す
。

議
案
55
号  

字
の
区
域
の
変
更

議
案
56
号  

町
道
の
認
定

　
な
お
、
請
願
４
号
　
Ｔ
Ｐ

Ｐ
交
渉
か
ら
の
撤
退
を
求
め

る
意
見
書
は
、
継
続
審
議
と

な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
長
岡
千
惠
子

　
本
委
員
会
は
12
月
13
日
に
開
催
し
、
付
託
案
件
に
つ

き
ま
し
て
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

　
付
託
案
件
は
い
ず
れ
も
延
滞
金
の
利
率
を
引
き
下
げ

る
条
例
の
制
定
で
し
た
。

議
案
第
46
号

　
永
平
寺
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
47
号

　
永
平
寺
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
２
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
議
案
第
46
号
・
第
47
号
共
に
延
滞
金
の
利
率
を
引
き

下
げ
で
、
納
付
期
限
の
翌
日
か
ら
１
ヶ
月
を
超
え
る
期

間
に
つ
い
て
も
引
き
下
げ
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
と
、

延
滞
金
の
利
率
を
引
き
下
げ
る
た
め
、
特
例
基
準
割
合

の
内
容
が
変
更
に
な
っ
た
。
　
　

　
い
ず
れ
も
委
員
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

請
願
第
２
号

　
要
支
援
者
を
介
護
予
防
給
付
か
ら
外
す
こ
と
に
反
対

の
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
の
請
願

　
要
支
援
者
の
重
症
化
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
委
員
全

員
賛
成
で
採
択
し
ま
し
た
。

延
滞
金
の
利
率
の
引
き
下
げ

条
例
改
正
、

区
域
変
更
及
び
町
道
認
定

Ｆ
Ｇ
Ｔ…

「
継
続
審
査
」に

　
　
　
　
　
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
長
谷
川
治
人

　
本
委
員
会
は
12
月
13
日
に
全
委
員
出
席
の
も
と
開
催

し
、
今
議
会
に
提
案
さ
れ
付
託
さ
れ
ま
し
た
案
件
に
つ

い
て
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

○
請
願
第
３
号
　
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ー
ト
レ
イ
ン（
Ｆ
Ｇ
Ｔ
）

を
導
入
せ
ず
、特
急「
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
」「
し
ら
さ
ぎ
」の

存
続
を
求
め
る
意
見
書
採
択
の
た
め
の
請
願

　…
…

審
議
の
結
果
、
委
員
多
数
で
継
続
審
査
に
決
定

○
行
政
に
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
：
①
案
内
看
板
等
の
倒
伏
で
、
交
通
安
全
対
策
面
で

の
対
応
は
？
②
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
返
納
に
お
け
る

恩
恵
策
は
？
③
合
併
特
例
債
の
期
間
延
長
は
申
請
が
必

要
か
？
基
金
積
み
立
て
は
（
10
年
か
ら
15
年
へ
期
間
延

長
で
）
④
ふ
る
さ
と
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
協
議
会
は
設
置
さ

れ
て
い
る
の
か
？
⑤
開
発
セ
ン
タ
ー
耐
震
工
事
に
よ

り
、
業
務
開
始
は
い
つ
か
？
⑥
道
の
駅
の
町
負
担
が
７

千
万
円
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の
施
設
内
容
は
？
⑦
11

月
26
日
付
け
の
行
財
政
改
革
状
況
の
報
告
資
料
に
つ
い

て
、
行
革
実
施
計
画
に
お
け
る
進
捗
状
況
の
説
明
を
？

Ａ
：
①
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
等
は
日
常
的
業
務
内
で
点
検
を

行
っ
て
い
る
②
先
進
的
他
市
町
の
状
況
を
考
慮
し
、
検

討
し
て
い
く 

③
計
画
に
よ
り
期
間
延
長
の
申
請
を
行

う
（
現
在
は
未
申
請
）
④
現
在
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い

⑤
28
年
１
月
を
業
務
開
始
予
定
と
考
え
て
い
る
⑥
地
域

振
興
施
設
の
内
容
、
機
能
を
現
在
検
討
し
て
い
る
⑦
議

会
に
説
明
を
行
う

永平寺口ロータリー

　当委員会に付託された議
案第40号「平成25年度一
般会計補正予算」から議案
第45号「平成25年度上水
道事業会計補正予算」の６
予算案は、原案のとおり可
決した。

　一般会計補正予算の総額は、３億3014万２
千円で、本年度当初の人事異動等に伴う人件費
補正、旧京都電燈古市変電所（レンガ館）外観
保存補強工事等5915万６千円、永平寺口駅前

広場、歩道整備工事2419万５千円、開発セン
ター耐震補強工事等２億1703万５千円、県営
道路整備事業負担金3625万２千円、松岡、永
平寺両中学校施設整備に1293万２千円が主な
補正内容です。
　また、国民健康保険事業会計では実績見込み
による療養給付費及び高額療養費の増額等で１
億52万円の増額、介護保険特別会計では居宅介
護サービス給付費の増額等で6552万３千円増
額です。

委員長　滝 波 登喜男予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告

平成25年
12月
補正予算

一般会計補正予算
問　レンガ館は長年手をかけてこなかったため傷みがひどくなった。貴重な文化財には、定期的
　　に点検、補修を行う必要がある。
答　教育委員会、企画財政課など複数の課で対応していきたい。
問　学校施設屋内運動場の吊り天井は、以前から脱落する危険性を指摘してきたが、22年完成
　　の松岡小学校体育館は、業者の言うがままに吊り天井にした。専門知識を有する職員の採用
　　を行うべきである。
答　これまで専門家が耐震方法考えてきている。専門職員の人員は２～３人必要となってくるの
　　で、難しいと考える。
問　開発センター耐震補強工事に２億１千万円かけるくらいなら、新消防庁舎にその分を加えて
　　全てを新築すべきである。
答　様々な意見を聞き、議会でも議論の上、決めていただいたこと。

詳細な審議の一部は次の通りです。

松岡小学校体育館（外観） 松岡小学校体育館（内）
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一般質問

小畑  　傅議員

問 国の新たな米政策どう対応する

答 自らの農業経営の判断の方向に

問　
昭
和
45
年
に
始
ま
っ

た
米
の
生
産
調
整
（
減
反
政

策
）
を
今
後
５
年
間
、
平
成

30
年
に
廃
止
と
決
め
た
。

同
様
に
生
産
調
整
補
助
金

も
、
反
当
た
り
半
額
の
７
干

５
百
円
と
し
平
成
30
年
に
廃

止
と
し
た
。
こ
れ
は
農
政
の

一
大
転
換
で
あ
る
。
先
進
国

で
は
、
補
助
金
で
農
業
を
守

る
の
は
あ
た
り
前
に
な
っ
て

い
る
が
本
町
の
場
合
、
零
細

な
米
単
作
の
二
種
兼
業
農
家

が
ほ
と
ん
ど
で
、
補
助
金
を

入
れ
て
も
赤
字
で
あ
る
。
こ

の
現
状
を
ど
の
様
に
指
導
し

て
い
く
の
か
、
お
伺
い
し
た

い
。

農
林
課
長　

国
は
農
業
者
が

行
政
に
頼
ら
ず
、
自
ら
の
経

営
判
断
に
基
づ
き
、
需
要
に

応
じ
た
生
産
を
行
う
方
向
付

け
を
示
し
た
。
高
齢
化
に
よ

る
後
継
者
不
足
、
耕
作
放
棄

15名の議員が町政全般について、一般質問を行いました。
一般質問は議事録に基づき質問議員本人がまとめています。

問　
町
の
広
報
誌
を
見
る

と
毎
年
百
人
前
後
の
人
口
が

減
り
続
け
て
平
成
25
年
１
月

現
在
で
は
１
万
９
７
０
０
人

と
な
っ
て
い
る
。
本
町
は
子

育
て
支
援
や
福
祉
支
援
・
学

校
教
育
支
援
な
ど
、
住
み
よ

い
町
づ
く
り
に
努
め
て
い

る
。
福
井
市
に
隣
接
し
た
地

勢
的
な
優
位
性
と
利
便
性

で
、
今
後
人
口
増
を
図
る
に

は
土
地
の
流
動
化
が
不
可
欠

と
考
え
る
。
そ
の
為
の
情
報

の
一
元
化
に
庁
舎
内
に
課
を

新
設
す
る
考
え
は
な
い
の

か
。

企
画
財
政
課
長　

情
報
収
集

の
方
法
や
土
地
流
動
化
の
制

限
・
情
報
公
開
な
ど
課
題

も
あ
る
が
検
討
し
て
い
き
た

い
。

副
町
長　

県
外
で
の
事
例
な

ど
を
研
究
し
て
、
本
町
で
も

取
り
組
み
の
検
討
を
行
い
た

い
。

町
長　

町
づ
く
り
の
大
き
な

課
題
は
人
口
を
増
や
す
こ

と
、
減
ら
さ
な
い
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
。
農
業
も
土
地

流
動
化
も
大
事
で
あ
る
。
今

後
、
対
応
で
き
る
体
制
を
作

り
た
い
。

地
の
増
加
な
ど
地
域
農
業
の

展
望
が
開
け
な
い
中
、
集
落

営
農
組
織
や
農
業
法
人
・
認

定
農
家
に
よ
る
農
地
の
集
積

が
進
ん
で
い
る
。
「
人
・
農

地
プ
ラ
ン
」
に
よ
る
環
境
型

有
機
農
業
を
推
進
し
、
農
業

の
体
質
強
化
を
図
り
た
い
。

新
設
課（
仮
）で
人
口
減
少
対
策
を

県
外
事
例
を
研
究
し
検
討
し
た
い

問答

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
街
路
樹
の
あ
り
方
を
考

え
る
」

田植直後の水田

特 別 委 員 会 報 告

　
予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
の
平
成
24
年
度
の
決
算
審
議

で
、
抽
出
し
た
18
事
務
事
業
（
１
つ
の
事
務
事
業
が
３
つ
の

事
務
事
業
に
分
割
さ
れ
、
18
と
な
っ
た
。
）
の
行
政
評
価
を

審
査
し
、
全
議
員
が
議
会
用
評
価
シ
ー

ト
で
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

　
評
価
結
果
を
、
予
算
決
算
常
任
委
員

会
・
議
会
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会
の

委
員
長
、
副
委
員
長
が
ま
と
め
、
各
事

務
事
業
の
「
議
会
評
価
意
見
書
」
を
作

成
。

　
11
月
８
日
（
金
）
の
予
算
決
算
常
任

委
員
会
で
「
議
会
評
価
意
見
書
」
を
可
決
し
、
11
日
（
月
）

の
臨
時
議
会
で
「
議
会
評
価
意
見
書
」
の
提
出
を
議
決
し
、

次
年
度
予
算
へ
反
映
す

べ
く
、
行
政
へ
提
出
し
ま

し
た
。

（
４
ペ
ー
ジ
の
予
算
決
算

常
任
委
員
会
審
査
報
告
の

「
議
会
評
価
意
見
書
を
行

政
に
提
出
」
を
参
照
）

議
会
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　委
員
長

　川
崎

　直
文

　
７
月
13
日
永
平
寺
温
泉
「
禅
の
里
」
が
オ
ー
プ

ン
し
、
11
月
23
日
３
万
人
目
の
利
用
客
に
記
念
品

が
町
長
よ
り
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
11
月
23
日
（
土
）
・
24
日
（
日
）
は
感
謝
祭
が

行
わ
れ
、
歓
迎
行
事
と
し
て
、
館
内
で
は
ソ
バ
等

が
無
料
で
振
舞
わ
れ
、
来
館
者
と
祝
福
し
ま
し

た
。

　
オ
ー
プ
ン
し
て
４
ケ
月
で
３
万
人
、
初
期
の
目

的
を
達
成
し
、
当
委
員
会
と
し
て
も
大
変
喜
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
は
優
れ
た
温
泉
の
ア
ピ

ー
ル
と
利
用
客
誘
客
の
施
設
案
内
、
利
用
客
へ
の

接
待
、
施
設
内
飲
食
の
地
元
産
食
材
の
使
用
や
地

元
雇
用
、
ま
た
、

町
民
の
健
康
増

進
、
経
営
の
安
定

を
図
り
、
町
外
の

方
々
に
も
永
く
満

足
さ
れ
る
施
設
に

な
る
よ
う
心
が

け
、
運
営
さ
れ
て

い
く
こ
と
を
望
ん

で
お
り
ま
す
。

温
泉
利
活
用
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　委
員
長

　多
田

　憲
治永平寺温泉「禅の里」

『
事
務
事
業
評
価
』を
実
施

『
事
務
事
業
評
価
』を
実
施

議
会
で
の
『
事
務
事
業
評
価
』
を
平
成
24
年
度
の
決
算
審

議
で
実
施
。
「
議
会
評
価
意
見
書
」
を
行
政
へ
提
出
し
予

算
へ
反
映
。

永
平
寺
温
泉
「
禅
の
里
」

　
　
　  

３
万
人
突
破
！

永
平
寺
温
泉
「
禅
の
里
」

　
　
　  

３
万
人
突
破
！
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11

問 26年度　町政をどうする

答 誇りや幸せ、やすらぎを感じる町に

上坂  久則議員

問 国道３６４号整備促進！
　　　　　　　選挙公約に

答 課題検討し取組む

長谷川治人議員

問 燈籠流し会場整備について

答 順次整備していく

川治  孝行議員

商
工
観
光
課
長　

県
内
報
道

機
関
及
び
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
情
報
誌
、
旅
行
雑
誌
等

で
情
報
発
信
を
し
て
い
る
。

ウ
ェ
ブ
メ
ー
ル
で
も
今
後
き

め
細
や
か
な
情
報
発
信
を
し

て
い
き
た
い
。

問　
会
場
の
整
備
、
設
営
は

数
週
間
を
要
す
る
か
と
思
う

問　
「
九
頭
竜
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
永
平
寺
燈
籠
流
し
」
に

全
国
各
地
か
ら
永
平
寺
河
川

公
園
に
大
勢
の
方
々
が
観
光

で
訪
れ
る
が
、
次
の
点
に
つ

い
て
伺
う
。

　

24
年
、
25
年
度
の
来
場
者

及
び　

駐
車
場
、
ト
イ
レ
、

花
火
、
僧
侶
、
燈
籠
、
出
店

舗
と
実
施
状
況
と
実
績
は
。

商
工
観
光
課
長　

来
場
者

２
６
，
０
０
０
人
、
駐

車
場
１
，
５
６
０
台
、

大
型
60
台
、
ト
イ
レ
30

基
、
花
火
１
，
２
４
３

発
、
僧
侶
１
２
０
名
、

店
舗
１
２
０
、
団
体
18

店
舗
、 

灯
篭
９
２
０

０
基
。

問　
「
九
頭
竜
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
永
平
寺
燈
籠

流
し
」
は
地
元
優
先
の

イ
ベ
ン
ト
か
又
は
観
光

誘
客
も
視
野
に
入
れ
た

問　
①
国
道
４
１
６
号
と
機

能
補
償
道
路
を
結
ぶ
ア
ク
セ

ス
道
路
の
検
討
は
進
ん
で
い

る
の
か
。

②
国
道
４
１
６
号
東
古
市
交

差
点
か
ら
鳴
鹿
橋
間
の
狭
隘

箇
所
の
部
分
改
修
あ
る
い
は

ア
ク
セ
ス
道
路
に
つ
い
て
前

向
き
に
検
討
を
。
ま
た
、

「
国
道
３
６
４
号
期
成
同
盟

会
」
の
整
備
計
画
に
組
み
入

れ
広
域
的
な
力
で
促
進
を
。

③
町
長
の
３
期
目
の
出
馬
に

あ
た
っ
て
、
公
約
に
掲
げ
る

考
え
は
な
い
か
。

建
設
課
長　

①
永
平
寺
口
駅

を
拠
点
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

東古市交差点から鳴鹿方面
←

←

イ
ベ
ン
ト
か
。

商
工
観
光
課
長　

地
元
及
び

観
光
誘
客
も
視
野
に
入
れ
て

い
る
。

問　
会
場
内
の
出
店
は
永
平

寺
町
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る
に
は
絶

好
の
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
が

今
後
の
九
頭
竜
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
中
で
農
工
商
が
一
体

と
な
っ
た
出
店
や
イ
ベ
ン
ト

も
必
要
か
と
思
う
が
。

商
工
観
光
課
長　

今
後
も
農

工
商
一
体
と
な
っ
た
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
取
り
組
ん
で
行
き

た
い
。

問　
永
平
寺
町
の
燈
籠
流
し

の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ
は
情
報
不

足
で
あ
る
と
聞
く
。
こ
の
点

に
つ
い
て
今
後
の
対
応
は
。

問　
議
会
と
し
て
予
算
を
認

め
た
こ
と
は
事
実
。
設
置
し

た
結
果
と
し
て
町
民
の
方
々

か
ら
の
様
々
な
批
判
や
指
摘

昨年の「大燈籠ながし」会場

や
新
消
防
署
の
整
備
を
推
進

す
る
上
で
中
部
縦
貫
道
永
平

寺
東
イ
ン
タ
ー
や
機
能
補
償

道
路
、
さ
ら
に
は
国
道
３
６

４
号
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
整

備
の
重
要
性
を
認
識
し
、
県

や
関
係
機
関
と
協
議
を
十
分

詰
め
て
い
る
と
こ
ろ
。

②
現
況
の
交
通
状
況
を
十
分

検
証
し
、
国
道
３
６
４
号
改

修
促
進
期
成
同
盟
会
の
中
で

も
、
十
分
協
議
し
て
い
く
。

町
長　

③
課
題
を
十
分
検
討

し
な
が
ら
、
町
の
道
路
整
備

事
業
の
中
で
取
り
組
む
。

問　
来
年
度
予
算
編
成
の
基

本
的
な
考
え
方
は
。

企
画
財
政
課
長　

財
政
面
で

は
、
健
全
化
の
維
持
向
上
を

図
る
。
予
算
編
成
の
前
提
条

件
と
し
て
、
実
施
計
画
、
事

務
事
業
評
価
の
検
証
し
つ

つ
、
目
標
達
成
（
義
務
的
経

費
・
継
続
事
業
・
緊
急
の
高

い
政
策
等
）
の
骨
格
予
算
と

し
ま
す
。
六
月
補
正
に
て
通

年
予
算
を
計
上
す
る
。

　

新
規
継
続
事
業
等
と
し
て

〇
教
育
力
の
向
上
、
子
育
て

　

支
援
策
の
充
実

〇
住
環
境
の
質
向
上
（
利
便

　

性
、
快
適
性
）

〇
超
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応

〇
強
い
産
業
の
育
成

〇
観
光
振
興
、
対
応
（
北
陸

　

新
幹
線
・
中
部
自
動
車
道

　

路
・
国
体
・
東
京
オ
リ
ン

　

ピ
ッ
ク
）　

町
長　

大
き
な
課
題
と
し

て
、
人
口
増
加
策
が
必
然
で

あ
り
、
イ
ン
タ
ー
付
近
の
整

備
（
工
業
団
地
等
）
や
団
地

造
成
を
検
討
し
た
い
。
住
ん

で
良
か
っ
た
永
平
寺
町
の
実

感
と
し
て
、
元
気
な
高
齢
者

の
育
成
、
誇
り
や
、
や
す
ら

ぎ
を
感
じ
る
町
を
つ
く
っ
て

い
く
。

に
関
し
、
今
後
は
、
既
に
設

置
し
た
送
風
フ
ァ
ン
を
活
か

し
、
こ
れ
か
ら
設
置
す
る
エ

ア
コ
ン
と
の
併
用
を
考
え
る

べ
き
。
適
正
な
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
や
効
率
性
を
追
求
し

た
運
用
が
肝
要
で
、
そ
の
様

な
観
点
か
ら
子
供
達
に
も
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
関
し
、
エ
コ
教

育
の
一
環
と
し
て
有
効
利
用

に
つ
い
て
学
ぶ
場
と
し
て
提

案
す
る
。

教
育
課
長　

送
風
フ
ァ
ン
と

今
後
整
備
す
る
エ
ア
コ
ン
を

効
率
的
に
使
用
し
て
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
を
節
減
す
る
等

の
意
識
を
高
め
て
い
く
環
境

エ
コ
教
育
を
進
め
る
。

教
育
長　

授
業
で
教
え
る
場

合
、
教
科
書
に
頼
る
よ
り
現

場
に
則
し
た
現
物
を
活
用
し

て
指
導
す
る
こ
と
は
有
効
。

エ
コ
教
育
の
一
環
と
し
て
、

送
風
フ
ァ
ン
を
う
ま
く
活
用

す
る
こ
と
で
、
『
無
駄
を
な

く
し
そ
し
て
人
間
の
体
に
も

最
適
に
』
と
い
う
生
き
た
教

材
に
な
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
公
共
事
業
の
発
注
に
つ

い
て
」

が
、
降
雨
に
よ
っ
て
会
場
全

体
が
水
浸
し
又
は
冠
水
状
態

と
な
る
。
観
光
誘
致
を
目
指

す
永
平
寺
町
と
し
て
快
適
な

会
場
創
設
の
為
の
表
面
排
水

処
理
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

商
工
観
光
課
長　

排
水
状
況

の
悪
い
と
こ
ろ
か
ら
順
次
整

備
し
て
い
き
た
い
。

問　
住
環
境
の
良
化
、
保
全

に
は
条
例
に
よ
る
明
示
化
が

必
要
と
思
う
が
、
現
況
の
制

度
で
維
持
、
向
上
が
図
れ
る

の
か
。

環
境
課
長　

土
地
の
占
有
者

は
、
清
潔
に
保
つ
よ
う
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
法
に

明
記
さ
れ
て
い
る
。
十
分
と

考
え
て
い
る
。　

問　
現
状
の
空
き
地
は
草
ぼ

う
ぼ
う
、
廃
屋
の
放
置
等
認

識
に
は
疑
問
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
議
会
＝
議
会
行
政
改
革

委
員
会
か
ら
24
年
度
の
決

算
」

問　
人
口
減
、
若
い
世
代
家

庭
増
の
政
策
と
し
て
、
東
日

本
震
災
家
庭
の
誘
致
を
考
え

る
べ
き
だ
が
。

環
境
課
長　

条
例
化
も
検
討

す
る
。

企
画
財
政
課
長　

空
き
家
情

報
、
町
営
住
宅
状
況
等
を
踏

ま
え
、
被
災
者
に
対
し
の
援

助
策
の
検
討
す
る
。

要
望　
観
光
の
振
興
と
快

適
で
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
活
力

あ
る
豊
か
な
町
づ
く
り
を
目

指
す
永
平
寺
町
と
し
て
、
今

後
の
対
策
を
期
待
す
る
。

搬
送
フ
ァ
ン
は

　
　

 

エ
コ
教
育
で
有
効
活
用

生
き
た
教
材
に

問答
東
日
本
震
災
を
忘
れ
な
い
で

援
助
策
を
検
討
す
る

問答

住環境良化には条例で

条例化を検討する

問

答

手入れされていない空き地
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問 庁内の機構改革が
　　　　 必要では

答 効率的な組織の
　 再編に取り組む

長岡千惠子議員

問 高齢者に
「禅の里」利用料金の割引を 

答 割引の実施時期を検討している

多田  憲治議員

員
と
し
て
、町
内
各
地
域
の

声
ま
た
、運
行
状
況
を
把
握

し
て
い
る
の
か
。児
童
数
が

少
な
い
今
日
、上
志
比
地
区

で
は
帰
る
時
間
帯
に
近
く
ま

で
家
族
が
車
で
迎
え
に
来
て

お
り
、防
犯
面
か
ら
も
親
の

心
境
も
理
解
出
来
る
。遠
距

離
登
校
児
童
に
は
家
族
の
意

向
、ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を

と
り
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
利

活
方
法
を
探
っ
た
ら
ど
う
か
。 

総
務
課
長
心
得　

家
族
ア
ン
ケ

ー
ト
の
実
施
に
つ
い
て
は
、学
校

や
関
係
課
と
協
議
し
て
い
き

た
い
。

問　
職
員
を
増
員
す
る
部
署

が
あ
り
、
国
体
を
担
当
す
る

部
署
の
新
設
な
ど
、
機
構
改

革
が
必
要
で
は
な
い
か
。

副
町
長　

効
率
的
に
仕
事
を

進
め
る
体
制
の
あ
り
方
、
政

策
課
題
に
的
確
に
対
応
で
き

る
行
政
の
組
織
の
あ
り
方
な

ど
、
ど
の
よ
う
な
組
織
づ
く

り
が
必
要
か
十
分
検
討
し
た

上
で
組
織
の
再
編
あ
る
い
は

事
務
分
掌
の
見
直
し
に
取
り

組
む
。

問　
国
体
準
備
室
は
存
在
し

問　
町
職
員
は
削
減
し
な
い

の
か
。
現
在
の
機
構
の
ま
ま

で
は
難
し
い
の
で
は
。

総
務
課
長
心
得　

例
え
ば
、

消
防
の
高
機
能
セ
ン
タ
ー
の

配
備
で
は
専
門
職
員
の
養
成

が
必
要
。
今
後
柔
軟
に
対
応

し
た
い
。

←

←

問　
給
食
調
理
室
の
環
境
整

備
は
。

学
校
教
育
課
長　

調
理
室
内

の
排
水
溝
の
修
繕
、
自
動
手

指
洗
浄
消
毒
器
の
設
置
、
休

息
室
の
修
繕
は
終
了
。
衛
生

管
理
、
設
備
の
整
備
、
厨
房

機
器
の
補
修
・
更
新
等
を
計

画
的
に
進
め
る
。
専
用
ト
イ

レ
・
自
動
手
洗
器
の
増
設
・

問　
中
学
校
の
部
活
動

で
、
一
部
に
競
技
能
力
の
低

い
生
徒
を
切
り
捨
て
る
よ
う

な
指
導
が
あ
る
と
聞
い
た
。

「
学
習
指
導
要
領
」
に
は
、

「
部
活
動
は
学
校
教
育
の
一

環
で
あ
る
。
」
と
明
記
さ
れ

て
い
る
。
本
町
の
中
学
校
で

の
部
活
動
指
導
の
実
態
は
ど

う
な
の
か
。

教
育
長　

部
員
が
多
い
部
で

は
全
員
平
等
に
試
合
に
出
す

こ
と
は
難
し
く
、
指
導
者
の

一
課
題
に
な
っ
て
い
る
の
は

事
実
で
あ
る
。

　

特
に
今
、
体
罰
の
問
題
で

文
科
省
は
指
導
の
あ
り
方
を

厳
し
く
見
直
し
、
今
年
５
月

運
動
部
活
動
の
指
導
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
作
成
、
県
が
検
証

し
本
町
に
も
届
い
て
い
る
。

そ
れ
を
使
っ
て
部
活
動
指
導

の
あ
り
方
を
、
今
、
見
直
し

て
い
る
最
中
で
あ
る
。

問　
外
部
コ
ー
チ
に
も
町
の

教
育
方
針
を
徹
底
す
る
た
め

無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な

く
、
相
応
の
報
酬
を
払
う
べ

き
と
の
意
見
も
あ
る
が
。

教
育
長　

外
部
コ
ー
チ
は
、

松
中
３
、
永
中
10
、
上
中
３

の
16
名
、
有
償
、
無
償
バ
ラ

バ
ラ
で
不
公
平
な
た
め
、
今

「
町
中
学
校
部
活
動
外
部
指

導
者
派
遣
事
業
」
を
検
討
中

で
、
新
年
度
か
ら
僅
か
で
も

謝
金
を
お
渡
し
す
る
。
合
わ

せ
て
「
部
活
動
指
導
の
手

引
」
を
作
成
、
年
度
初
に
各

学
校
の
意
図
や
外
部
指
導
者

の
あ
り
方
等
を
説
明
し
、
そ

の
協
約
に
基
づ
い
て
適
切
な

指
導
を
お
願
い
す
る
方
式
に

改
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
「
平
成
の
大
合
併
」
の

ピ
ー
ク
時
か
ら
約
10
年
が
経

過
、
地
方
交
付
税
の
特
例
期

限
切
れ
を
迎
え
る
た
め
、
全

国
各
地
の
合
併
市
町
村
が
財

政
面
で
の
危
機
感
を
訴
え
て

い
る
中
、
国
の
新
し
い
支
援

策
と
は
ど
の
よ
う
な
内
容
な

問　
高
齢
者
は
、年
金
の
減

額
、医
療
費
負
担
の
増
額
、消

費
税
の
増
額
と
、厳
し
い
課
題

が
よ
し
か
か
っ
て
い
る
中
、行

政
と
し
て
高
齢
者
へ
の
心
の
支

援
策
を
考
え
て
い
な
い
の
か
。

７
月
オ
ー
プ
ン
し
た
永
平
寺
温

泉「
禅
の
里
」は
、当
初
の
予
想

よ
り
多
く
町
内
外
の
利
用
者
で

賑
わ
っ
て
い
る
。町
歳
入
の
入

湯
税
も
増
え
る
の
で
、町
内
高

齢
者
に
永
平
寺
温
泉
利
用
料
金

の
割
引
を
。 

福
祉
保
健
課
長　

割
引
な
ど
の

実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、今
後
検

討
す
る
。 

問　
高
齢
者
の
交
通
事
故
特

に
、加
害
者
の
交
通
事
故
に
家

族
、親
族
は
大
変
心
配
し
て
い

る
。運
転
免
許
証
を
返
納
さ
れ

た
後
期
高
齢
者
に
限
り
、え
ち

ぜ
ん
鉄
道
の
５
０
０
円
フ
リ
ー

キ
ッ
プ
策
も
検
討
し
て
は
。 

福
祉
保
健
課
長　

町
独
自
の
フ

リ
ー
キ
ッ
プ
は
、町
民
の
確
認
方

法
な
ど
事
業
者
の
協
力
が
必
要

と
な
る
の
で
、鉄
道
会
社
と
協
議

す
る
。 

問　
行
政
サ
ー
ビ
ス
一
環
の

年
３
９
０
０
万
円
余
り
の
バ

ス
運
行
委
託
費
は
決
し
て
小

さ
く
な
い
予
算
。町
民
の
交

通
弱
者
を
主
役
に
考
え
る
会

議
が
、中
部
陸
運
局
、交
通
関

係
の
事
業
所
の
言
い
な
り
で

口
出
し
と
言
え
ば
停
留
所
を

増
や
す
く
ら
い
で
あ
る
。 

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
限
ら

ず
、行
政
サ
ー
ビ
ス
は
地
域

ご
と
に
異
な
る
議
題
を
行
政

に
よ
る
一
律
的
な
、ま
ち
づ
く

り
に
は
限
界
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
が
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
運
行
に
か
か
る
年
一
回
の

地
域
公
共
交
通
会
議
に
疑
問

を
感
じ
る
。常
々
、３
地
区
一

同
に
路
線
運
転
と
議
会
で
も

要
請
し
て
い
る
が
、中
部
陸

運
局
に
出
向
き
陳
情
し
、説

得
さ
せ
よ
う
と
言
う
行
政
の

心
構
え
が
な
い
。地
域
公
共

交
通
会
議
は
、ど
う
い
う
町

の
団
体
組
織
で
運
行
の
審
議

を
し
て
い
る
の
か
。 

総
務
課
長
心
得　

警
察
、中
部

運
輸
局
、バ
ス
事
業
者
等
関
係

も
含
め
20
人
。利
用
者
代
表

団
体
と
し
て
３
地
区
区
長
会

長
、老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
、

小・中
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
な
ど

が
入
って
い
る
。 

問　

町
民
を
代
表
す
る
委

調
理
室
内
の
換
気
対
策
は
来

年
度
以
降
順
次
対
応
。

問　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ

る
児
童
生
徒
へ
の
対
応
は
。

学
校
教
育
課
長　

保
護
者
に

献
立
表
を
配
布
し
て
最
終
確

認
を
し
て
い
る
。

問　
期
間
を
決
め
て
事
業
の

検
証
を
行
っ
た
か
。

学
校
教
育
課
長　

事
業
を
開

始
し
て
期
間
が
短
い
の
で
、

今
後
取
り
ま
と
め
て
報
告
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
。

問　
公
会
計
へ
の
移
行
は
。

学
校
教
育
課
長　

平
成
26
年

度
か
ら
特
別
会
計
の
設
置
を

検
討
し
て
い
る
。

問　
一
元
仕
入
れ
、
一
元
支

コミュニティバス

払
い
は
。

学
校
教
育
課
長　

松
岡
地

区
・
上
志
比
地
区
は
仕
入
、

支
払
と
も
地
区
ご
と
に
一
元

化
。
永
平
寺
地
区
の
支
払
は

本
年
４
月
か
ら
一
元
化
し

た
。
仕
入
に
つ
い
て
は
来
年

度
か
ら
地
区
内
で
一
括
す
る

よ
う
に
し
た
い
。

給
食
費
無
償
化
の

　
　
　

 

意
見
書
の
進
捗
は

計
画
的
に
進
展
中

問答

役場本庁

上志比中学校壮行会

の
か
。

企
画
財
政
課
長　

総
務
省

は
、
合
併
特
例
を
廃
止
す
る

見
返
り
に
、
支
所
数
や
消
防

施
設
が
多
い
自
治
体
に
普
通

交
付
税
を
上
乗
せ
す
る
検
討

を
始
め
た
と
こ
ろ
で
、
詳
細

な
情
報
は
ま
だ
示
さ
れ
て
い

な
い
。

て
い
る
の
か
。

副
町
長　

教
育
委
員
会
に
設

置
済
。
準
備
室
を
ど
う
発
展

さ
せ
る
か
は
機
構
改
革
の
中

で
、
十
分
検
討
す
る
。

問　
町
民
の
用
事
が
１
カ
所

で
済
む
よ
う
に
、
関
連
が
あ

る
課
の
統
合
も
必
要
で
は
。

副
町
長　

課
の
統
合
も
含
め

て
十
分
に
検
討
す
る
。

問 中学校「部活動指導」の指針は

答 文科省の指導ガイドラインで実施

原田  武紀議員

合
併
自
治
体
に

　
　
　国
の
新
支
援
と
は

支
所
数
等
で
の
交
付
金
拡
充
を
検
討
中

問答
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を

　
　
　
　
　通
学
に
併
用

保
護
者
要
望
を
聞
き
検
討
す
る

問答
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問 松岡から消防署が
　  なくなるなんて

答 消防力を結集し、
期待に応える

松川  正樹議員

問 道の駅構想はどうなっているのか

答

酒井  　要議員

県と町が一体となって事業を進める

問　
県
の
仕
事
が
先
に
な
る

と
思
う
が
、地
質
調
査
も
10

月
に
終
わ
っ
た
と
思
う
が
、

先
日
65
歳
か
ら
80
歳
ま
で
の

方
々
と
話
す
機
会
が
あ
り
、

最
近
、
何
人
か
の
方
々
が
全

国
の
道
の
駅
を
探
索
し
て

い
る
と
の
こ
と
。
全
国
津
々

浦
々
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
を
使

え
ば
情
報
が
分
か
る
。
福
井

に
は
坂
井
市
三
国
町
の
道
の

駅
へ
行
っ
た
方
も
い
た
。
ツ

ア
ー
で
旅
行
し
て
も
観
光
社

の
儲
け
に
な
る
だ
け
と
の
こ

と
。
今
は
自
由
に
道
の
駅
で

特
産
品
を
買
っ
た
り
見
た
り

し
て
楽
し
ん
で
い
る
と
の
こ

と
だ
っ
た
。
永
平
寺
町
に
も

道
の
駅
が
で
き
る
こ
と
を
話

し
た
ら
、
い
つ
で
き
る
と
聞

か
れ
た
。
完
成
は
い
つ
に
な

る
の
か
。

建
設
課
長　

県
と
町
が
一
体

と
な
っ
て
事
業
を
進
め
る
。

道
の
駅
の
整
備
手
法
に
は
一

体
型
と
単
独
型
が
あ
る
。

最
近
は
、国
と
市
町
あ
る
い

は
県
と
市
町
の
一
体
型
が
多

く
な
っ
て
き
て
お
り
、今
回

で
き
る
道
の
駅
の
整
備
も
一

体
型
で
完
成
を
目
指
し
て
い

る
。
現
在
永
平
寺
町
道
の
駅

整
備
検
討
委
員
会
で
構
想
に

つ
い
て
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら

検
討
し
て
お
り
、完
成
時
期

は
平
成
27
年
度
の
完
成
予
定

を
目
指
し
て
い
る
。

問　
永
平
寺
町
が
道
の
駅

に
手
を
挙
げ
た
と
き
、
他
の

市
町
も
７
カ
所
の
要
望
が
県

に
出
て
い
る
と
の
こ
と
。
最

近
少
子
化
で
子
ど
も
１
人
か

２
人
育
て
た
ら
も
う
夫
婦
で

ど
こ
へ
行
く
の
か
。
旅
行
も

大
層
だ
し
、
手
軽
に
で
き
る

問　
住
民
は
怒
っ
て
い

る
。
上
志
比
も
な
く
な
る

が
、
Ｐ
Ｒ
が
で
き
て
い
な

い
。
27
年
度
中
に
は
東
古
市

に
一
署
体
制
と
な
る
が
、
こ

の
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
な

い
。
議
会
と
語
ろ
う
会
で
も

お
叱
り
を
受
け
て
い
る
。
住

民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
消

防
署
の
こ
と
な
ら
、
納
税
を

惜
し
ま
な
い
！
他
の
予
算
を

削
っ
て
で
も
、
せ
め
て
救
急

車
は
置
い
て
ほ
し
い
！
上
志

比
も
こ
れ
で
い
い
の
か
。
日

本
一
早
く
、
病
院
へ
運
べ
る

町
と
い
う
の
も
相
当
魅
力
の

あ
る
町
に
な
る
と
思
う
が

…
。

消
防
長　

十
分
な
説
明
を
さ

せ
て
頂
い
た
つ
も
り
だ
が
、

←

←

除雪風景

企
画
財
政
課
長　

平
成
26
年

度
の
当
初
予
算
は
、
経
常
経

費
や
義
務
的
経
費
、
継
続
事

業
、
緊
急
性
の
高
い
施
策
を

中
心
と
し
た
骨
格
予
算
と

し
、
編
成
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
る
。

問　
町
税
、
そ
の
収
納
率
の

向
上
、
ま
た
滞
納
税
額
の
減

少
等
の
方
策
は
、
納
税
意
識

の
高
揚
の
た
め
の
施
策
は
。

税
務
課
長　

適
正
か
つ
公
平

な
課
税
と
徴
収
を
行
っ
て
い

る
。
収
納
率
向
上
に
つ
い
て

は
、
口
座
振
替
の
推
進
、
特

別
徴
収
の
加
入
促
進
。
滞
納

額
の
減
少
等
に
向
け
て
、
嘱

託
徴
収
員
２
名
の
雇
用
、
夜

間
徴
収
の
実
施
、
滞
納
者
へ

の
納
税
相
談
の
実
施
な
ど
、

滞
納
整
理
の
強
化
に
努
め
て

い
く
。

問　
国
の
消
費
税
率
等
の
改

正
に
よ
る
、
歳
入
財
源
の
手

数
料
や
使
用
料
等
は
。

企
画
財
政
課
長　

公
共
施
設

の
使
用
料
、
住
民
窓
口
業
務

の
手
数
料
は
、
改
定
し
な
い

問　
除
排
雪
対
策
、
そ
の

諸
準
備
は
、
除
雪
車
の
出
動

の
判
断
等
は
ど
の
よ
う
に
す

る
の
か
。

建
設
課
長　

本
年
度
も
除
雪

会
議
を
行
い
、
除
雪
に
携
わ

る
職
員
を
対
象
に
、
出
動
基

準
や
業
務
内
容
に
つ
い
て
説

明
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

除
雪
車
の
出
動
基
準
は
積

雪
量
が
10
㎝
以
上
に
達
し
た

場
合
や
達
す
る
と
見
込
ま
れ

る
場
合
に
除
雪
作
業
を
始
め

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

問　
町
内
の
全
家
庭
に
対

し
、
家
庭
用
の
非
常
用
持
ち

出
し
袋
等
を
無
償
で
配
布
、

ま
た
は
一
部
補
助
を
出
す
と

い
う
よ
う
な
政
策
は
考
え
ら

れ
な
い
も
の
か
。

総
務
課
長
心
得　

現
在
、
町

で
は
自
主
防
災
組
織
等
補
助

金
交
付
要
綱
に
基
づ
き
、
年

度
額
30
万
を
上
限
と
し
た
避

難
用
資
機
材
購
入
の
８
割
補

助
を
行
っ
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
町
内
の
各
種
の
団
体
に

対
す
る
補
助
や
委
託
事
業

に
つ
い
て
」

温泉横　道の駅建設予定地

の
は
道
の
駅
だ
と
い
う
話
で

盛
り
上
が
っ
た
。
今
度
永
平

寺
町
に
も
道
の
駅
が
で
き
る

話
を
し
た
ら
、
ぜ
ひ
で
き
た

ら
教
え
て
く
だ
さ
い
と
の
こ

と
。
ま
た
、
禅
の
里
温
泉
で

大
変
効
能
、
質
の
良
い
温
泉

も
あ
る
こ
と
も
話
を
し
た
。

特
産
品
は
観
光
客
を
生
む
と

思
う
が
。

商
工
観
光
課
長　

特
産
品
で

す
と
、
ご
ま
豆
腐
か
酒
な
ど

が
よ
く
出
て
い
る
。
施
設
的

に
は
大
本
山
永
平
寺
と
い
え

る
。

町
長　

道
の
駅
は
今
い
く
つ

も
で
き
た
。
特
色
と
い
う

か
、
特
性
を
持
っ
た
道
の
駅

に
し
て
い
き
た
い
。
あ
ら
ゆ

る
角
度
か
ら
進
め
て
い
き
た

い
。
観
光
の
延
長
線
上
に
あ

る
と
思
う
し
、
地
域
の
交
流

に
も
つ
な
が
る
と
思
う
。

要
望　
話
題
に
な
る
道
の

駅
に
な
る
こ
と
を
願
う
。

問　
教
育
行
政
の
執
行
権
を

教
育
委
員
会
か
ら
首
長
に
移

す
改
革
案
が
文
科
省
で
有
力

に
な
っ
て
い
る
。
背
景
も
い

ろ
い
ろ
あ
る
が
、
学
校
教
育

ま
で
首
長
に
委
ね
る
の
は
危

険
だ
。

　

法
律
は
変
わ
っ
て
も
現
場

で
は
５
人
の
教
育
委
員
が
踏

ん
張
っ
て
ほ
し
い
。
実
践
面

で
も
期
待
し
て
い
る
。

教
育
長　

首
長
に
権
限
が
強

ま
る
の
は
や
む
を
得
な
い

が
、
教
育
行
政
の
中
立
性
と

か
安
定
性
を
担
保
に
す
る
べ

き
。
現
行
の
制
度
の
中
で
、

今
後
も
首
長
と
教
育
委
員
会

が
連
携
を
密
に
し
て
い
く
。

町
長　

教
育
は
基
本
的
に
中

立
性
が
大
切
だ
。
教
育
長
と

も
身
近
に
意
思
の
疎
通
を
図

っ
て
い
く
。
今
も
う
ま
く
い

っ
て
い
る
。
中
立
的
な
立
場

で
子
ど
も
を
育
て
て
い
く
こ

と
が
一
番
だ
。

問　
文
科
省
の
方
針
が
変
わ

っ
た
。
公
表
さ
れ
る
の
か
。

方
向
で
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
水
道
料
金
、
下
水

道
料
金
に
つ
い
て
は
平
成
26

年
度
の
４
月
か
ら
改
定
を
予

定
し
て
お
り
、
町
民
の
方
々

に
は
、
事
前
に
町
の
広
報

紙
、
ま
た
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
周
知
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

学力テストの
学校別
成績公表は

公表には
反対

問

答

災
害
対
策
の
政
策
を
提
案

避
難
用
資
材
購
入
の

　
　
　
　
　補
助
制
度
利
用
を

問答

さ
ら
に
丁
寧
に
と
思
っ
て
い

る
。
今
後
、
防
災
、
救
急
体

制
の
機
能
の
充
実
強
化
の
た

め
、
消
防
一
元
化
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
消
防
の
新
し
い

改
革
と
消
防
広
域
化
に
も
耐

え
れ
る
施
設
を
と
願
っ
て
い

る
。
新
し
い
体
制
で
も
我
々

の
使
命
を
、
職
員
一
丸
と
な

り
、
果
た
し
て
い
き
た
い
覚

悟
で
い
る
。

移転する松岡の消防庁舎

教
育
長　

今
は
公
表
自
体
が

弱
い
者
い
じ
め
に
つ
な
が
り

そ
う
で
あ
る
。
公
表
に
は
反

対
で
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
幼
児
園
の
正
職
員
の

割
合
の
改
善
は
」
「
仮
称

『
松
岡
ル
ー
ツ
館
』に
魂

を
入
れ
る
た
め
に
」

齋藤  則男議員

問 平成26年度予算編成の
　　　　　　  基本方針は

答 骨格予算とし、編成を行う

首
長
が
仕
切
る

 

教
育
委
員
会
に
な
る
の
で
は

行
政
の
中
立
と
安
定
は
担
保
す
る

問答
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問 国の介護保険大改悪へ、
　　　　　  町の準備は

答 サービスが低下しない
　　　　　ように考慮

金元  直栄議員

問 神明２丁目町営住宅跡地開発は

答 宅地造成など有効に活用

渡邊  善春議員

問

答

川崎  直文議員

町の空き家対策の取り組みは

空き家に対する条例化を検討

←

←

問　
厚
生
労
働
省
の
介
護
部

会
は
、
介
護
保
険
か
ら
要
支

援
１
、
２
の
訪
問
介
護
と
、

通
所
介
護
を
市
町
村
の
支
援

事
業
に
移
行
す
る
と
し
た
。

　

さ
ら
に
、
町
は
費
用
低
減

の
目
標
と
計
画
を
作
り
、
こ

の
分
野
で
の
介
護
給
付
を
減

問　
町
内
の
空
き
家
の
現

状
、
状
況
は
。

建
設
課
長　

平
成
24
年
度
の

調
査
は
次
の
と
お
り
。
一
戸

建
て
住
宅
戸
数
が
町
全
体
で

７
，
１
８
７
戸
。
空
き
家
件

数
が
、
２
２
９
戸
。
そ
の
中

で
、
廃
屋
が 

48
戸
、
一
部

破
損
等
が
69
戸
、
破
損
な
し

が
１
１
２
戸
。

問　
ど
の
よ
う
な
問
題
事
象

が
あ
り
、
相
談
件
数
は
ど
れ

く
ら
い
か
。

環
境
課
長　

今
年
度
、
こ
れ

ま
で
２
件
の
相
談
が
あ
っ

た
。
１
件
は
瓦
の
落
下
の
危

険
性
。

　

所
有
者
が
確
認
で
き
、
管

理
を
お
願
い
し
た
。

　

も
う
１
件
は
風
が
吹
い
て

壊
れ
た
屋
根
の
部
材
が
飛
ん

で
き
た
、
今
後
も
心
配
で
あ

る
と
の
情
報
。
現
地
を
確
認

し
所
有
者
を
特
定
し
よ
う
と

し
た
が
、
特
定
で
き
ず
に
至

っ
て
い
る
。

問　
空
き
家
対
策
と
し

て
、
空
き
家
の
利
活
用
と
除

去
の
２
つ
が
あ
る
。
利
活
用

の
実
績
は
。

　

飛
散
物
の
苦
情
が
出
て
い

る
。
空
き
家
対
策
の
条
例
を

早
期
に
制
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
制
定
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

建
設
課
長　

空
き
家
の
利
活

用
に
つ
い
て
は
空
き
家
バ
ン

ク
制
度
が
あ
る
。

　

今
年
度
ま
で
に
８
件
の
登

録
が
あ
り
、
５
件
の
契
約
が

成
立
し
て
い
る
。

環
境
課
長　

町
に
お
い
て

も
、
今
後
も
空
き
家
の
増
加

が
予
想
さ
れ
る
。

　

安
全
、
安
心
な
暮
ら
し
、

良
好
な
景
観
、
快
適
な
居
住

環
境
の
た
め
条
例
化
の
検
討

を
引
き
続
き
進
め
る
。

ら
す
こ
と
を
第
一
の
目
標
と

せ
よ
と
示
し
て
い
る
。

　

支
援
事
業
へ
の
移
行
へ
町

の
準
備
と
課
題
は
何
か
。

福
祉
保
健
課
長　

12
月
初
旬

に
県
介
護
保
険
担
当
者
会
議

が
開
か
れ
、
要
支
援
の
一
部

は
、
29
年
度
末
ま
で
に
地
域

支
援
事
業
に
移
行
の
方
向
が

示
さ
れ
た
。

　

現
在
、
具
体
的
な
指
示
は

な
い
が
、
事
務
量
の
増
を
考

え
、
介
護
保
険
第
６
次
計
画

で
検
討
す
る
計
画
だ
。

問　
国
は
訪
問
や
通
所
介

護
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
任
せ

空き家を利活用した居宅介護事業所「ほっこり」

問　
旧
町
営
住
宅
を
解
体
し

数
年
経
過
し
て
い
る
が
、そ

の
空
き
地
を
ど
の
よ
う
に
利

用
す
る
の
か
。ま
た
、計
画
が

あ
れ
ば
お
聞
き
し
た
い
。

監
理
課
長　

現
在
、芝
原
用
水
の
国

営
下
流
域
、農
業
水
利
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
上
部

整
備
は
、平
成
26
年
度
末
の
工
事
終

了
と
な
っ
て
い
る
。今
後
こ
の
工
事
終

了
後
、周
辺
の
環
境
も
大
き
く
変
化

す
る
こ
と
か
ら
、道
路
整
備
も
含
め

て
、宅
地
造
成
等
を
考
慮
し
、有
効

的
な
利
用
を
考
え
て
い
き
た
い
。

問　
大
学
周
辺
の
道
路
に
防

犯
灯
が
あ
ま
り
に
も
少
な
い

こ
と
か
ら
、
も
っ
と
街
灯
を

増
設
し
、
明
る
い
歩
き
や
す

い
道
路
に
し
て
ほ
し
い
と
思

い
、
防
犯
灯
の
増
設
計
画
が

あ
る
の
か
。

総
務
課
長
心
得　

犯
罪
被
害

か
ら
守
る
た
め
、
防
犯
灯
の

設
置
に
よ
り
夜
間
の
一
定
の

明
る
さ
を
確
保
す
る
こ
と
は

重
要
と
認
識
し
て
い
る
。
今

後
歩
行
者
の
安
全
確
保
の
観

点
か
ら
地
元
区
長
と
協
議
の

う
え
、
増
設
に
向
け
て
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問　
電
気
料
金
や
維
持
管
理

は
地
元
負
担
と
な
る
の
か
。

総
務
課
長
心
得　

防
犯
灯
の

設
置
に
つ
い
て
は
２
種
類
あ

り
、
地
元
の
自
治
会
か
ら
の

申
請
と
、
町
が
安
心
で
明
る

い
通
学
路
普
及
促
進
事
業
と

し
て
町
が
主
体
と
な
っ
て
設

置
す
る
も
の
と
あ
る
。
町
が

問　
永
平
寺
町
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
、
小
学
校

区
で
地
区
の
自
治
、
振
興
に

取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り
組
織

の
設
立
を
示
し
て
い
る
。
少

子
化
対
策
、
防
災
・
防
犯
対

策
等
で
、
ま
ち
づ
く
り
組
織

の
設
立
が
急
が
れ
る
。
町
の

考
え
は
。

企
画
財
政
課
長　

住
民
が
企

画
立
案
段
階
か
ら
参
画
し
、

行
政
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
体
制
づ
く

り
を
進
め
た
い
。

問　
町
が
平
成
23
年
度
末
に

坪
１
万
円
で
売
却
し
た
と
す

る
松
岡
椚
32
字
26
の
１
地
と

は
ど
こ
か
。こ
の
土
地
は
昭

和
61
年
に
土
地
の
不
等
価
交

換
と
し
て
、住
民
監
査
請
求
や

「
土
地
交
換
裁
判
」
と
し
て

争
っ
た
土
地
で
は
な
い
の
か
。

も
し
そ
の
土
地
な
ら
当
時
分

筆
し
た
残
地
に
、駐
車
場
や

自
分
の
車
庫
を
無
断
で
建

て
、不
当
に
占
拠
し
今
日
に
至

っ
て
い
る
。

　

私
は
事
あ
る
ご
と
に
町
有

地
は
適
正
に
管
理
せ
よ
と
指

摘
し
続
け
て
き
た
。

　

こ
の
売
却
に
関
し
て
は
、

土
地
の
番
地
、必
要
な
資
料

説
明
を
議
会
に
す
る
つ
も
り

は
な
か
っ
た
の
か
。町
条
例
に

基
づ
い
て
は
説
明
責
任
が
あ

る
は
ず
だ
。

監
理
課
長　

売
却
し
た
土
地

は
計
４
筆
で
、面
積
は
約
１
７

４
坪
。作
年
の
決
算
で
普
通
財

産
の
売
却
と
し
て
説
明
し
て

お
り
、成
果
表
に
も
記
し
て
あ

っ
た
。

副
町
長　

以
前
に
鑑
定
し
た

こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
記
録
は

な
く
、今
回
鑑
定
も
し
て
お

り
、一
連
の
流
れ
手
続
き
に
重

大
な
瑕
疵
が
あ
る
と
思
っ
て
は

い
な
い
。

問　
中
州
の
立
木
も
幾
分
か

伐
採
さ
れ
た
が
、ま
だ
足
ら

な
い
と
思
い
、今
回
再
度
質

問
す
る
。今
後
も
継
続
し
て

伐
採
す
る
の
か
。

地
区
の

「
ま
ち
づ
く
り
組
織
」を
急
ぐ

住
民・行
政
協
働
の
体
制
を
推
進

問答

町
有
宅
地
売
却
で
、

　
　
　
　
　 

坪
１
万
円
と
は

鑑
定
し
て
お
り
、瑕
疵
は
な
い

問答
九
頭
竜
川
中
州
の
立
木
に
つ
い
て

国
に
雑
木
の
除
去
を
要
望
す
る

問答

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
永
平
寺
河
川
公
園
の
排

水
に
つ
い
て
」

五松橋上流中洲

建
設
課
長　

雑
木
伐
採
の
整

備
に
つ
い
て
は
、自
然
環
境
の

保
全
、動
物
愛
護
の
観
点
も
含

め
、計
画
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。今
後
も
松
岡
地
区
の
景

観
や
昔
の
九
頭
竜
川
を
取
り

戻
す
働
き
掛
け
を
国
に
力
強

く
要
望
し
て
い
く
。

福
大
、県
大
周
辺
の

　
　
　
　

 

防
犯
灯
に
つ
い
て

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

問答

主
体
と
な
り
、
防
犯
灯
を
設

置
す
る
場
合
は
、
町
が
負
担

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

安
上
が
り
に
と
い
う
も
の
だ

が
、
支
援
事
業
の
サ
ー
ビ
ス

単
価
が
引
き
下
げ
ら
れ
る

と
、
既
存
の
介
護
事
業
者
や

施
設
は
利
用
で
き
る
の
か
。

福
祉
保
健
課
長　

地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進

め
、
全
国
一
律
の
サ
ー
ビ
ス

が
、
新
事
業
へ
の
移
行
で
、

既
存
の
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、

利
用
者
は
多
様
な
サ
ー
ビ
ス

か
ら
プ
選
択
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。

町
長　

基
本
的
に
は
要
支
援

者
の
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な

い
よ
う
に
と
考
え
て
い
る
。介護保険ハンドブック
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一般質問一般質問

問 地域包括支援センター本来業務を

答 次期の介護保険計画で推進する

上  田   誠議員

問

答 地元の協力で既存駅舎の利活用を

滝波登喜男議員

レンガ館は内部活用すべき

で
人
が
集
い
、
に
ぎ
わ
う
の

で
は
な
い
か
。

企
画
財
政
課
長　

レ
ン
ガ
館

は
永
平
寺
口
駅
の
シ
ン
ボ
ル

的
存
在
と
し
、
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
等
を
行
う
。
地
元
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
等
と
既
存
駅
舎

の
利
活
用
を
協
議
し
て
い

る
。

問　
永
平
寺
口
駅
周
辺
開

発
の
拠
点
施
設
で
あ
る
レ
ン

ガ
館
は
、
当
初
内
部
活
用
す

る
保
存
計
画
で
あ
っ
た
も
の

を
、
改
修
費
が
か
か
り
す
ぎ

る
と
い
う
理
由
で
、
外
観
保

存
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
建

物
の
中
か
ら
笑
い
声
や
音

楽
、
い
い
香
り
が
す
る
こ
と

問　
ふ
る
さ
と
創
造
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
事
業
は
、地
域
の
ル
ー

ツ
を
学
び
伝
え
、愛
着
や
誇

り
を
取
り
戻
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。松
岡
地
区
発

展
を
と
も
に
歩
ん
だ
旧
役
場

庁
舎（
織
物
会
館
、昭
和
３
年

建
設
）を
残
し
、拠
点
に
す
る

こ
と
は
、こ
の
目
的
に
最
も

ふ
さ
わ
し
い
。歴
史
的
価
値

も
高
く
、保
存
し
利
用
す
べ

き
で
あ
る
。

町
長　

基
本
的
に
、建
物
は
シ

ン
ボ
ル
的
意
匠
を
継
承
し
た

も
の
に
改
築
し
て
、内
部
利
活

用
に
つ
い
て
は
、多
様
な
使
い
方

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
に
は
ど

う
い
う
こ
と
が
い
い
か
、今
検

討
し
て
い
る
。喫
茶
コ
ー
ナ
ー

や
山
車
の
展
示
、ハ
ー
プ
演
奏

な
ど
、町
民
に
親
し
め
る
も
の

に
し
た
い
。

問　
温
泉
の
目
的
は
町
民
の

健
康
増
進
、
介
護
予
防
、
余

暇
活
用
で
あ
り
、
道
の
駅
は

主
に
町
外
者
へ
の
交
通
情
報

提
供
や
ト
イ
レ
休
憩
等
で
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
が
違

い
、
誘
客
だ
け
に
と
ら
わ
れ

な
い
よ
う
に
。

町
長　

温
泉
の
利
用
者
は
、

11
月
３
万
人
を
超
え
、
町
民

は
約
６
割
だ
っ
た
。
道
の
駅

は
町
が
地
域
振
興
施
設
約
７

千
万
円
、
県
が
休
憩
所
そ
の

他
約
１
億
７
千
万
円
。
町
民

も
気
軽
に
行
け
る
道
の
駅
に

し
、
相
乗
効
果
、
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
げ
た
い
。

問　
こ
れ
か
ら
の
高
齢
者

対
策
と
し
て
の
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
推
進

は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
充
実
が
不
可
欠
で
あ

り
、
地
域
拠
点
と
し
て
の
本

来
の
役
割
が
あ
る
。
セ
ン
タ

ー
の
基
本
的
業
務
は
、
総
合

相
談
支
援
、
権
利
擁
護
、
介

護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

で
あ
る
が
、
今
後
重
要
と
な

る
本
来
の
業
務
は
、「
地
域

包
括
ケ
ア
」
シ
ス
テ
ム
の
推

進
と
そ
の
構
築
で
あ
り
、そ

の
生
活
圏
域
で
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
が
当
町
の
高
齢

者
対
策
の
方
向
性
を
決
め
る

と
考
え
る
が
。

福
祉
保
健
課
長　

地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
は
、保
健
師
、主

任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、社
会
福

祉
士
、看
護
士
の
４
名
で
永
平

寺
社
協
に
委
託
し
て
い
る
。町

も
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
は
重
要
と
考
え
て
お
り

関
係
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
で
準
備
を
進
め
て
い
る
。ま

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
は

住
民
の
協
力
が
不
可
欠
と
考

え
て
い
る
。

問　
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
推

進
は
、
行
政
が
具
体
的
な
方

策
を
示
し
そ
の
体
制
づ
く
り

が
重
要
で
あ
る
が
。

福
祉
保
健
課
長　

次
期
の
介

護
保
険
計
画
で
、ニ
ー
ズ
調
査

や
高
齢
者
台
帳
な
ど
、地
域

包
括
ケ
ア
を
推
進
し
て
い
く
。

今
年
の
文
化
祭
は

　
　

  

活
動
に
繋
が
ら
な
い

み
ん
な
で
つ
く
る
文
化
祭
を
来
年
度
に

問答
問　
合
同
開
催
と
な
っ
た
今

年
の
文
化
祭
は
、
目
的
を
①

活
動
へ
の
参
加
意
欲
②
ふ
る

さ
と
意
識
の
集
結
で
「
心
豊

か
な
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
」

と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
参
加
数
の
半
減

や
運
営
が
役
場
職
員
と
公
民

館
関
係
者
に
と
ど
ま
り
、
昨

年
ま
で
の
参
加
者
で
創
り
上

げ
た
実
行
委
員
会
は
な
く
な

っ
た
。
発
表
の
場
が
な
く
な

っ
た
団
体
や
個
人
は
、参
加

や
活
動
意
欲
に
繋
が
ら
ず
、

参
加
者
で
創
り
上
げ
な
い
活

動
は
、
人
づ
く
り
、
地
域
づ

く
り
に
繋
が
ら
な
い
と
思

う
。
目
的
を
再
度
明
確
に
す

べ
き
。

生
涯
学
習
課
長　

ス
テ
ー
ジ

発
表
で
は
、
永
平
寺
13
→

５
、
上
志
比
15
→
９
と
減

少
、
作
品
展
示
は
41
団
体
、

個
人
は
５
名
の
参
加
だ
っ
た

が
、
他
地
区
の
発
表
が
見
ら

れ
て
よ
か
っ
た
と
の
感
想
も

あ
る
。

教
育
長　

文
化
祭
は
、
活
動

を
通
じ
た
仲
間
づ
く
り
で
あ

り
、
今
回
は
地
区
を
超
え
た

全
体
で
の
活
動
の
一
歩
と
評

価
し
て
い
る
。

レンガ館

平成25年
11月28日
平成25年
11月28日

　永平寺町には、すばらしい観光地や名所、そして埋もれた観
光資源が多くあるのに、案内看板が少なく、町の観光アピール
が足りないのでは…という声を多くいただきました。観光産業
の育成には来町する方々に目を引く十分な案内標示がされてい
るかが必須条件です。
　そこで、産業建設常任委員会は、去る11月28日、町内・近
隣市町の案内板設置状況をはじめ、誘客について調査・研究の
ため視察研修を行いました。

誘客のために案内看板は十分か？誘客のために案内看板は十分か？

産業建設常任委員会・商工観光課職員

三方町
・三方五湖（レインボーライン）
・三方石観音
小浜市
・フィッシャーマンズワーク
・小浜お魚センター
・明通寺
若狭町
・熊川宿
越前海岸305号線沿線
・厨温泉
・越前かにミュージアム

※今回、嶺南・越前海岸305号沿線を
　中心に視察

　　　　　　　　　案内看板
１）設置箇所 福井県三方郡美浜町坂尻地係
２）路 線 名 国道27号線
３）看板内容 施設館内の案内
４）規　　格 鋼製
５）表示内容 千鳥苑、五木茶屋、原子力発電（電光式）
６）備　　考 看板内容：縦長で車からも見やすい。
 建物の外観にもデザインがあっていた。

■報告様式

旧
役
場
庁
舎（
織
物
会
館
）の
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泉
に
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果
？

町
民
も
楽
し
め
る
道
の
駅
に

問答

←

←
文化祭の作品展示
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《変わる高齢者対策》
問　要支援１・２の現利用者は、制度改正で介護

保険は適用されないのか？
答　介護保険の保険給付費では介護サービスは全

国一律であるが、市町村事業に移行すると、
行政府間ではサービスの差がでてくる懸念は
ある。

問　認知症の早期発見と早期対応について大学病
院以外の医師ではできないのか。サロンの要
望でなく手軽に検診がうけられないのか。町
は専門員の要請予定はないのか。

答　専門医が必要である。研究を専門に行ってい
る医大だからできる。

《役場の仕事を深く見る》
問　地域コミュニティバス事業について、１年間

の利用者数を見ると、町民一人当たりにかか
る費用が大きい。費用対効果について、議員
はどの様に理解しているのか？また、もっと
見直しすべきところは見直し、効率性のある
運営をして欲しい。

答　高齢者や交通弱者の移動手段としては社会的
なインフラと位置付けられる。その面では費
用対効果のことを言われるが、今後更に充実
を図っていく必要がある。効率性について
は、デマンド方式を採用したり、ルートの見
直し・再編・運行時刻の見直し、更には議会
でも再三論議されている町内一円を通して巡
回する方法等の提案をしていく。
（※行政より）平成２６年度にコミュニティバスの

《教育民生常任委員会関係》
意見 学校があるから、そこに集まってきて地域と

しての活動が出来る。ということでは学校は
残すべき。一方で、若者たちは子どもの多い
市・町へ出て行くようになった。仕事が無い
から帰って来られない。施策が必要だ。

《産業建設常任委員会関係》
問　冬期間に路上駐車があり、除雪に困ってい

る。条例等で解決して欲しい。路上駐車の取
り締まりができないか。除雪した後に路上に
雪を捨てている人もいる。

答　困っている状況は理解できる。路上駐車違
反・道路への投雪等で事故が生じた時、当事
者が刑事事件者となり得る。損害賠償の責務
が生じるといった広報活動を町当局に要請す
る。

問　河川公園の管理を町外の業者に決定したのは
疑問に思う。シルバーにさせても良いので
は。会員の仕事は減り、700万円の減収と
なった。

答　委託管理は、契約期間終了時には町条例で入
札して契約締結すべきとある。
法の下、資格要件があれば誰でも入札でき
る。公募して提案内容や入札金で、審査委員
会にて公平に決定された。差金も少額であ
り、提案内容は決定者が勝っていたのではな
いか。
シルバーは公益法人であり、一般の民間業者
と区別しても良いとの意見もあった。

問　機能補償道路についてだが、横断歩道に照明
がない。

答　道路ができたばかりなので、議会としても町
を通じて県に要望していく。確認して回答す
る。

要望 機能補償道路の花谷地係には、融雪が絶対に
必要だと思う。冬季に必ず事故が多発してし
まう。

問　道の駅はできるのか。
答　県の事業として決定された。場所は永平寺温泉「禅の

里」の隣。町の施設案内の看板が「禅の里温泉」も含
めて少なく感じている。今後、調査して対処したい。

《総務常任委員会関係》
問　地区要望の実施時期の明確な提示をすべきだ

が。
答　各地区からも同様の指摘がある。大型の事業

では国の補助金の時期が明確にならないと提
示できない。事業のランク付けは難しい課題
である。
（※行政より）町が事業主体として対応すべ
き案件については、関係する担当課が現地の
確認や要望内容の詳細・ヒアリングを通し
て、重要性や事業効果などの観点から十分検
討を行っている。
また、事業主体が国・県である要望事項は、町
として要望の実現に向けた働きかけている。
検討の結果、対応可能な要望事項は、関係区
長に実施時期等を連絡し、道路の規制等が生
じる工事については、事前にチラシ等でお知
らせしている。

要望 地区要望の経過や結果、取り組みについての
行政から報告がない。

問　町の借金が146億円、国は１千兆円借金を抱
えている。議員に頑張ってほしい。町の財政
を改善するには住民税を増やす方策を考えな
いと。議員の発案で人口を増やす方策や、死
んだ宅地を住宅にしたり定住促進の方策を考
えよ。

答　人口を増やしていくことでは町長も理解して
いるが、永平寺町はまだ減り方が少ない方だ
と言っている。町は西野中や栗住波で実施
し、西野中では１坪１万円で土地提供、19区
画―坪６万円位で提供し、完売。
人口減では上志比地区が著しく、栗住波周辺で
16戸建て、完売。その分子どもの数も増えてい
る。空き家対策として永平寺町の良い所をア
ピールしながら来てもらう方策は良い事。議会
として今後も提言していく。
（※行政より）町では、定住促進の主な施策とし
て、若い世代の定住化につなげるため、子ども医
療費の無料化、保育サービスの充実、学校給食
費の無償化、教育力の向上等を行っており、更に
住宅取得に対して補助を行う等様々な取り組み
を実施している。
また、宅地の情報については、不動産業者との
連携を図り、町内の不動産情報をお知らせする
取り組みや宅地造成等について検討している。

花谷会場

町民の声
を

議会へ

町民の声
を

議会へ

※紙面の都合上、掲載できなかった
　質疑内容・回答はホームページほか、
　本庁役場・永平寺支所・
　上志比支所で１月下旬より
　ご覧いただけます。
　ご了承ください。

平成25年10月22日23日28日 実施

路線や停留所ごとの乗客数等の検証を行うと共
に、運行に対するアンケート調査の実施を予定し
ている。これらの調査結果等をふまえ、平成２７
年度の契約更新時に併せて運行形態の見直しに
ついて検討したいと考えている。

問　事業評価について、時期遅しの感はあるが、
今回からやり始めたことに関しては評価した
い。疑問として、24年度事業に対して26年
度予算に反映することとしているが、１年遅
れはどうして？普通なら25年度事業を評価し
て26年度に反映するのが一般的と考えるが。

答　前年度予算（24年度）の出納閉鎖が５月。今
までは決算認定が12月に行われており、この
時点では25年度の予算は執行中であり、12月
ともなると翌年度（26年度）の予算編成に取
り掛かる。予算決算の仕組み上、評価は１年
遅れになる。今年からは出来るだけ早い時点
で翌年に備えるために11月（11日）に臨時議
会を設定した。

町内12会場で開催し、
３日間で延べ141人
の方が会場に足を運んで
くださいました。

機能補償道路



2223

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
…
出
席　

×
…
欠
席　

△
…
遅
刻
・
早
退　

－
…
員
外　

傍
…
傍
聴　

弔
…
弔
事　

研
…
研
修

議
会
・
各
委
員
会
の
議
員
出
欠
状
況
　
　
　
（
平
成
25
年
９
月
24
日
～
平
成
25
年
12
月
17
日
）

｢開かれた議会｣のひとつとして、町民の皆様に議会活動をより一層知っていただくため、議会・各委員会の議員出欠状況を随時お知らせいたします。
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川崎直文議員　金元直栄議員
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　夫

　来る３月上旬東京で７日間にわたって、日
本各地のおいしい食材を集め地域食品のセレ
クトショップのオンパレード「オカッテイベ
ント」が開かれます。そのイベントになんと
今回、ご紹介する「若鮎グループ加工部」が
出店します。その打合せの日、突撃取材とな
りました。
　その打合せ会には、若鮎グループの７人に
加えて、県・中央会・町の担当者や料理の先生、
越廼漁業の方もおられ、30分以上も立ちっぱ
なしの熱い熱い話から始まりました。きめ細
やかな提案が飛び交いながらも終始和気あい
あいムード。そんな雰囲気の中で、リーダー
の中野静枝さん（栃原）が微笑みながらの「も
のごうなってきた」という言葉が印象的でし
た。というのも、そうおっしゃりながらもど
こか静かな自信が伝わってきたからです。
　その中野さんを中心に会員８名。「若鮎グ
ループ加工部」が立ち上がったのは平成11
年、その５年後には福井県初の女性による企
業組合として法人化されました。初めは野菜
市からの出発でしたが、さらに地元野菜を加
工することで本格的な動きとなり、今では、
木葉寿司、キャロムー、からしなす、あずき

でっちなど商品数も増えました。地元のメイ
トや、れんげの里、またスーパーなどあちこ
ちで購入できます。お客様の「うまかったの
う」「もっとちょうだい」の一言がグループの原
動力となっています。
　昔ながらの郷土料理が失われつつある今、
作り続ける誰かが必要と始められたのです
が、今や、大企業からオファーもくるように
なりました。しかし、生産量が対応できない
のが悔しいとのことです。
　夢は、町内にあるいくつかのお母さん方の
グループが、いつか合わさって、もっと大き
なグループとなり、一つの企業として育って
いくといいなぁとのことです。大きな工場が
できれば、若い人にも雇用が生まれ、後を継
いでもらえます､町の発展にもつながります｡
　「若鮎グループ加工部」をみなさんで応援
しましょう。そうすれば夢は必ず叶います。
実際いろいろ試食させていただき、どれもこ
れもおいしく（「ごちそうさん」でした）、商品
力は抜群です。今後の大化けは請け合いま
す。気持ちは「若鮎ピチピチ」で頑張って下
さい。　　　　　　　　　　（松川＆長岡）
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「オカッテイベント」in東京に参加

「オカッテイベント」で食べてもらいます

打ち合わせ会の様子（右端がリーダーの中野さん）

(企)若鮎グループ加工部(企)若鮎グループ加工部
（吉波生活改善センター内）


